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編集後記

。 列島連日の猛暑日、熱中症にご用心。新聞の見出しゃテレビのニュースでは、毎日同様の言葉が語られ

ている。今日は二十四節気のひとつ、大暑である。夏の盛りをさし、これから次の節気の立秋までが暦の

上でも暑さのピークとなる。地域によっては、毎日体温を超える気温に包まれ、熱中症患者が急増してい

る。公園では帽子をかぶり、水分の補給はこまめに取るなど、くれぐれも熱中症対策を怠らないようお願

いしたい。

0 本号では、「都市のみどりと生きものj を特集した。本年は国際生物多様性年に当たり、 10月に名古屋で

は10回目の締約国会議いわゆるCOP10が開催される。これに合わせた特集であるが、「種の保存と外来生

物J r自然回復への取組み」といった特集も既に本誌第178号、 179号で取り上げたところであるので、都市

のみどりにおける生物多様性の保全や取組みについて絞った内容とした o

0 亀山先生には、総論として都市のみどりと生きものと題し、河川とゴルフ場の緑がいかに生物多様性の

高い生息空間であるかご指摘いただいた。

0 都立の動物園における野生生物保全センターでの、生物工学を応用した域外保全への取組みは、今後の

。 都立動物園のあり方を示唆し、大変興味深い内容である。
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0 一方、植物分野でも神代植物公園での植物多様性保全センターの立ち上げも画期的な計画であり、今後

本格的な植物園としての役割が期待される。

0 丘陵地公園の管理では、全ての管理業務の中に、生きものに配慮した視点、が滑り込んでいる、との花房

氏の指摘にあるように、他の公園管理にも広く普及していくことを願うところである。

0 須田先生には、都市公園の整備、屋上・壁面緑化等の様々な取組みが、激減した昆虫群の回復に成果を

上げているとの報告をいただき、都市の緑の役割を改めて認識した。

0 また、広大な皇居の森の管理では、天皇陛下のお考えに真撃に応えてこられた宮内庁の取組みについて

報告いただき、豊かな自然に魅せられると共に引続き保全への努力をお願いしたい。

0 生物多様性への取組みも行政計画の中に定着しつつある。国際生物多様性年を契機にさらに、組織体制

づくりや人材育成の強化へと発展していくことを期待する。(や)
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